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あらまし：学びが多面的で，かつ遠隔で実施される海外プログラムの成果研究は容易ではない．eポート

フォリオは，そのような海外での学びのエビデンスを収集できるツールとして期待されている．本学の短

期留学プログラムでは，e ポートフォリオを運用した学びの可視化と成果研究を行っている．本稿では，

本学における留学前から帰国後までの e ポートフォリオの運用とアセスメントの実施について述べ，帰

国後のポートフォリオの分析から得られた結果を報告する． 
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1. 留学プログラムの質保証の課題 

近年，グローバル教育推進の流れを受け，高等教

育では，数多くの海外プログラムが提供されている．

しかし質保証の観点においては課題が多い．質を保

証するには，学習アウトカムを設定し，到達に繋が

る学習支援を提供し，アセスメントを実施する必要

がある．しかし留学プログラムの学習成果は，多面

的かつホリスティックであり，学習成果の特定や明

確化が容易ではない．さらに海外での学びのエビデ

ンスをどう収集するかという課題もある． 

このような留学プログラムにおけるアセスメント

の課題に対しては，学びを蓄積できる e ポートフォ

リオの活用が有効だ（1）と言われている．本学の短期

留学プログラムでは，2012年度から eポートフォリ

オを運用し，留学における学びの質保証の研究を行

っている． 

 

2. 留学ポートフォリオの運用 

本学の短期留学プログラムは，2，3 回生を中心に

20 名前後が参加し，アメリカに 2か月留学する．こ

のプログラムでは，留学前（国内）→留学中（海外）

→帰国後（国内）と，e ポートフォリオを継続的に運

用するコース設計となっている． 

2017年度の eポートフォリオの運用は以下の通り

である： 

留学前 

・留学における自己目標の設定 

・リフレクション練習と意義の理解 

・英語や現地調査などの課題 

・ラーニングコミュニティの形成 

・アンケート（意識調査など） 

留学中 

・日々の学びのリフレクション 

・コース目標の自己アセスメント 

・留学中間の振り返りと目標再設定 

帰国後 

・留学における学びと成長のレポート 

・ショーケースポートフォリオの作成 

（留学ポートフォリオの読み返しと成果物の選定） 

・ショーケースポートフォリオの相互評価 

 

留学中の日々の学びの振り返りは，経験学習（2）の

理論に基づき以下の通りである（3）： 

・その日の経験を振り返り，気づきと学びを記述 

・学びを応用するための目標設定 

・実践後の自己アセスメント  

 

参加学生は，留学中，学びの振り返りを e ポート

フォリオに毎日記述できるようになっている．学生

の記述は任意であるが，日々の提出率は非常に高い． 

 本プログラムでは，留学中の学生を e ポートフォ

リオで支援するため，「ピア・アドバイザー（PA）シ

ステム」を設けている．これは研修を受けた前年度

プログラム参加生が PA として活動し，留学中の学

生の日々の振り返りに対してフィードバックを書き，

留学中の学生の学びを支援するものである． 

 またアメリカの現地大学の教員も同じ e ポートフ

ォリオを運用しており，派遣側と受け入れ側の両サ

イドの教員が，同じポートフォリオ上で学生の支援

を行っている． 

 

3. アセスメント 

3.1 留学ポートフォリオのアセスメント 

本プログラムでは，留学ポートフォリオを運用す

ることで，留学中に学生が何を悩み，どんな挑戦を

し，何を得ているのか，一人ひとりの学びと成長の

プロセスを可視化・蓄積している．またコース目標

に対して定期的に自己アセスメントを行っており，
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各コース目標に対する学びのエビデンスを蓄積させ

ている．帰国後は，これまでの留学ポートフォリオ

を読み返し，留学における学びと成長を振り返り，

各コース目標における成果をショーケースとしてま

とめる． 

3.2 アウトカムの特定 

しかし先述の通り，海外プログラムにおけるアウ

トカムは多面的であるため，アセスメントを実施す

る際に必要となるラーニングゴールの特定は容易で

はない．そこで，まず本プログラムは，2012年度の

留学中の学生の学びの振り返り記述を分析し，プロ

グラムにおける学びの分析を行った．その結果とそ

の後のアンケート調査などをもとに，アウトカムの

改訂を行って来た．2014年度には，アメリカの派遣

先大学の研究者チームと共に，ルーブリックを運用

してポートフォリオの記述を分析し，学びの到達度

を共同調査した．そして，これまでの分析を踏まえ，

コースのアウトカムを 2 大学で話し合い，アウトカ

ムの再設定を行った．（4） 

3.3 学生の認知した学びの分析と結果 

2017年度は，再度，プログラムにおける学びを調

査するため，全学生が帰国後にポートフォリオに書

いた留学での学びと成長のレポートを分析した．こ

の分析では，学生が留学で得たと認知した学びを抽

出し，構造化することを目指した．MAXQDA ソフ

トウェアを用いて，全学生が記述したレポートから，

学びと成長に関するセグメントを抽出し，コーディ

ングを行った．次にカテゴリーにまとめ，構造化を

図った． 

この結果，授業関連の学び（自己発信，アメリカ

社会の理解，ボランティア，授業への慣れなど），他

者・仲間（チームワーク，仲間からの学び，仲間の

大切さなど），スキル・資質（英語，コミュニケーシ

ョン，振り返りなど），視野の拡大（日本への理解，

視野の拡大，ステレオタイプへの意識，アメリカ生

活での学び），自己（自信，自己理解），他者影響・

貢献，今後への意欲・将来ビジョンというカテゴリ

ーを生成した． 

次に，学生の認知したこれらの項目が，プログラ

ム目標と合致しているか照合を行った．プログラム

目標は，英語での発信力，英語アカデミックスキル，

英語コミュニケーション力，異文化間コミュニケー

ション力，多角的視野，他者との協働力，自分らし

い社会貢献，自己向上力であり，これらをコードカ

テゴリーと照らし合わせた結果，全目標項目が，抽

出されたコードカテゴリーと合致した．この結果か

らは，プログラム目標と学生の認知した学びが重な

っていることが示唆される．この学生の学びとプロ

グラム目標の合致は，e ポートフォリオやアンケー

トの分析，観察，聞き取りなどから，留学プログラ

ムの目標を数年に渡り特定・改訂してきたからでは

ないかと推測される． 

3.4 学びの関連性 

次に，学生のレポートでは，全体的に自己発信と

自信について多く書かれていたため，学生がアメリ

カで意識的に挑戦してきた「自己発信」が「自信」

に関連しているのではないかと仮定し，MAXQDA

を用いて，「自信」と「自己発信」の関連性を調べた．

「自信」の語彙検索を行った結果，29か所に表出さ

れ（22名中 10名のレポート），そのうち 27か所は，

「自己発信・パブリックスピーキング」のコードが

付与された箇所で見られた．このことから，学生の

「自信」は，「自己発信・パブリックスピーキング」

に関連している可能性がある． 

このアメリカのプログラムは，日本人が苦手とす

るパブリックスピーキング，発言力，自己発信力を

強化することが目標の一つである．英語を使って人

前でスピーチし，積極的に意見を伝える練習が，学

生達の自信に繋がっているのではないかと考えられ

る． 

 

4. 課題と展望 

今回は，帰国後の学生の学びと成長のレポートを

分析し，プログラム目標と照合させ，学びの関連性

を調べた．その結果，学生の認知した学びは，プロ

グラム目標と合致しており，また「自己発信・パブ

リックスピーキング」が学生の「自信」に関連して

いることが分かった． 

しかし，ここからはプログラム目標の到達度，学

びの向上，そしてプログラムの課題が見えない．例

えば，プログラム目標の到達度に関しては，学生は

留学中に自己アセスメントを行っており，各目標の

達成度とそれを示す事例を定期的に振り返り記録し

ている．その記録からは，留学期間中に到達度が全

体的に高まっているのが分かるが，データは学生の

主観に基づくものであり，成果分析に限界がある．

また学生は，留学後にショーケースポートフォリオ

を作成し，成果物を提示しながら各ゴールの到達に

ついて記述するが，どこまで何を達成し，何を達成

していないのかは明確でない．そこで今後はこれら

の課題を踏まえて，目標とその到達度を具体化・明

確化し，学生の到達度を明示できるようコースデザ

インの全体的な改善を行いたい． 
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